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　　　　　まめまき
　2月3日（水）の節分の日に、保育所で豆

まきが行われました。

風花の舞う寒い日でしたが、子どもた

壽は・黒讐け元築警鰹1鷲、1
人口　12，636人

世帯　　3，867世帯

3（男6，199人　女6，437人）

5（2月1日現在）
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遷は、敬入　　軸か辱どの位

割合を占める播しょうか？
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今
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
い
わ
れ

て
い
る
年
金
で
す
が
こ
ん
な
に
も
生
”

活
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
年
金
が
も
ら
え
な
く
な
っ
て
し
ま
“

う
の
で
は
、
と
不
安
に
な
ら
な
い
で
“
年
三
月
）

く
だ
さ
い
。

　
公
的
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

…
平
成
十
一
年
度
（
四
月
）

　

…
　
　
　
　
　
か
ら
の
保
険
料

”“
　
平
成
十
一
年
度
の
保
険
料
は
、
平
成
十
年
度
と
同
じ
＝
二
、

の

”
三
〇
〇
円
（
予
定
）
で
す
。
（
付
加
納
付
の
方
は
、
一
三
、
七

の

碑
○
○
円
）

●

…
前
納
す
る
と
割
引
が

の

．
　
十
一
年
度
分
の
保
険
料
（
平
成
十
一
年
四
月
～
平
成
十
二

●

　
　
　
　
を
四
月
中
に
一
括
納
付
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

㈹
　
こ
の
割
引
は
、
窓
ロ
納
付
・
ロ
座
振
替
・
納
税
組
合
の
ど

　

”
の
方
法
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

鯉⑭

　
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
金
が
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

（2）

な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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（付　　加）

164，400円

160，430円

●●　　　　　（定　額）
　　13，300円×12ヶ月二159，600円

　　前　　　納　　　額＝155，750円

3，970円3，850円引＝割

　
平
成
十
年
度
の
保

険
料
納
付
も
お
忘
れ

な
く
ノ

　
現
在
お
持
ち
の
納

付
書
（
平
成
十
年
度

分
）
は
四
月
ま
で
し

か
使
え
ま
せ
ん
。

　
納
め
忘
れ
が
な
い

か
確
認
し
早
め
に
納

付
し
ま
し
よ
う
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

年
金
手
帳
を
二
つ
以
上
お
持
ち
の
方

　
基
礎
年
金
番
号
が
で
き
、
一
人
一
つ
の
年
金
番
号
と
な
り
ま
し
た
が
厚
生

年
金
・
共
済
組
合
な
ど
、
お
勤
め
が
変
わ
っ
た
り
し
て
年
金
手
帳
が
い
く
つ

も
あ
る
方
は
、
そ
の
年
金
手
帳
・
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
と
印
か
ん
を
持
っ

て
住
民
福
祉
課
国
民
年
金
係
ま
で
。
あ
な
た
の
今
ま
で
の
年
金
の
記
録
を
整

理
し
年
金
手
帳
を
一
つ
に
し
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ

　
の
手
帳

十

号

－
つ
の

手
帳
に

年
金
の
手
続
き
は
大
丈
夫
で
す
か

　
年
金
は
お
勤
め
が
変
わ
っ
た
り
（
入
・
退
社
）
、
結
婚
し
て
扶
養
に
入
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
必
ず
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
四
月
か
ら
お
勤
め
に
な
る
方
も
忘
れ
ず
手
続
き
を
！

欝

　
　
　
　
会
社
に
勤
め
て
い
た
夫
が

　
　
　
退
職
を
し
、
数
日
後
、
別
の

　
　
　
会
社
に
勤
め
を
始
め
ま
し
た
。

　
私
（
妻
）
は
専
業
主
婦
で
す
。
ど
の

よ
う
な
手
続
き
を
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
？

雛
ー
ー
ー
ー
　
　
　
　
　
ー
」

き
§
　
彫
　
夫
と
妻
ふ
た
り
の
手
続
き

　
鍼
、
弱
蘇
鵜
鉢

職
証
明
・
年
金
手
帳
・
印
か
ん
）
と
、

妻
が
扶
養
を
ぬ
け
た
手
続
き
（
年
金
手

帳
・
印
か
ん
V
を
。

　
そ
し
て
夫
の
、
次
の
会
社
の
厚
生
年

金
加
入
の
手
続
き
（
健
康
保
険
証
・
印

か
ん
）
と
、
妻
の
扶
養
の
手
続
き
（
年

金
手
帳
・
印
か
ん
）
を
。
こ
れ
を
し
な
■

齢
隣
切
れ
陰
障
巨
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国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
納
・
完
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

★
応
募
資
格

　
県
内
在
住
の
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
で
、
平
成
十
一
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
を
平
成
十
一
年
四
月
末
日
ま
で
に
一
括
前
納
し
た
方
。

　
ま
た
は
、
平
成
十
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
を
完
納
し
た
方
。

★
応
募
方
法

　
　
『
官
製
は
が
き
』
・
『
申
し
込
み
用
紙
』
に
次
の
必
要
事
項
を
明
記
の
う
え
、
左
記

宛
送
付
す
る
か
、
ま
た
は
住
民
福
祉
課
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
一

人
一
枚
の
応
募
に
限
り
ま
す
。

【
記
入
事
項
】

　
　
　
　
①
応
募
資
格
の
区
分
（
1
“
前
納
・
皿
”
完
納
）

　
　
　
　
②
希
望
の
商
品
　
A
賞
（
M
D
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
）
十
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
賞
（
旅
行
券
二
万
円
相
当
）
十
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
③
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞
∞

　
　
　
　
④
生
年
月
日
・
性
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膿

　
　
　
　
⑤
郵
便
番
号
・
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

　
　
　
　
⑥
電
話
番
号

　
　
　
　
⑦
国
民
年
金
基
金
加
入
の
有
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

【
あ
て
先
】

　
　
　
　
〒
三
三
六
－
八
五
〇
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

　
　
　
　
　
浦
和
市
高
砂
三
　
十
五
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
　
健
康
福
祉
部
　
年
金
指
導
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構

　
　
　
　
　
　
　
　
『
前
納
・
完
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
係
　
　
　
　
　
　

★
締
め
切
り

　
平
成
十
一
年
五
月
十
五
日
（
土
）
当
日
消
印
有
効

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

★
当
選
者
の
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縣

六
月
下
旬
に
商
品
の
発
送
を
紬
魂
捲
確
毘
裟
鷲
蕪
ー
秘
（3）
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∠拶

　任期満了に伴う江南町議会議員一般選挙（定数18人）は、2月9日に告示され、現

職14人、新人5人の19人が立候補し、14日に町内6ケ所で投票が行われました。

　今回の選挙の投票率は、前回（平成3年87．34％）より下回る78．21％となりました。

　開票は、同日の午後9時より勤労福祉センターで行われ、午後11時に18人の方が新

たに選出され、翌15日には、選挙管理委員長から当選証書が交付されました。

持田　知丈議員 高橋　良男議員 田中　孝則議員

立
候
補
届
出
順

尾島　　茂議員

噂

石嶋　　正議員 篠田　正勝議員 小久保秀夫議員 杉田　憲康議員

滝田　隆一議員 篠崎　長司議員 吉澤　淳次議員 冨田　利夫議員

（4）
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任
期
満
了
に
伴
う
江
南
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
一
月
二
十

六
日
に
告
示
さ
れ
、
立
候
補
の
受
付
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
十
五
人
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
無
投
票
と
な
り
ま
し

た
。　

ま
た
、
町
議
会
な
ど
か
ら
の
推
薦
の
委
員
も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
三
年
間
に
わ
た
っ
て
農
家
の
代
表
と
し
て
、
農
地
な
ど
の
利

用
関
係
の
調
整
、
そ
の
他
農
業
全
般
に
わ
た
る
問
題
解
決
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
く
農
業
委
員
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
選
挙
さ
れ
た
委
員

（
届
出
順
・
敬
称
略
）

柴福平松坂橋吉持柴小増寺笠木新
　田山本田本田田田板田山原村井

芳　　正利定利昭守文富重肚貞
明清稔巳夫男次治次夫雄雄介男忠

○
選
任
さ
れ
た
委
員

（
敬
称
略
）

・
議
会
推
薦
に
よ
る
学
識
経
験
者

柴吉野橋関
田野本本口

忠　善利公
雄廣司夫平

・
農
業
協
同
組
合
が
推
薦
し
た
理
事

小
島
　
芳
房

・
農
業
共
済
組
合
が
推
薦
し
た
理
事

小
沢
　
良
男

町議会議員一般選挙結果　（，函出，，頃，苛女不ホ略

岡田　政秋議員新井　豊子議員

●9

柴田　清次議員駒井　芳治議員

三田　清一議員富岡　信吾議員

届出

順位
当落 氏　名 年齢 住　　所 党　派 得票数

1 当 田中　孝則 41 小江川789 日本共産党 349

2 当 杉田　憲康 49 小江川894 無所属 503

3 折川　勝彦 53 御正新田1067－2 無所属 182

4 当 冨田　利夫 54 千代370－2 公明党 567

5 当 尾島　　茂 46 板井625－2 日本共産党 389

6 当 小久保秀夫 65 千代463 無所属 330

7 当 吉澤　淳次 68 須賀広566 無所属 278

8 当 高橋　良男 51 押切2647－5 無所属 330

9 当 篠田　正勝 63 三本1440－3 無所属 427

10 当 篠崎　長司 73 成沢506－2 無所属 390

11 当 持田　知丈 71 押切325 無所属 520

12 当 石嶋　　正 60 御正新田1291－1 無所属 304

13 当 滝田　隆一 69 樋春111－1 無所属 439

14 当 岡田　政秋 69 野原404 無所属 342

15 当 柴田　清次 51 御正新田481－2 無所属 320

16 当 三田　清・ 50 板井1611 無所属 380

17 当 新井　豊子 45 上新田404 無所属 453

18 当 駒井　芳治 69 小江川1571 無所属 331

19 ぐ当、

　』N

富岡　信吾 27 樋春2067 無所属 540

（5）



『
群
原
元
境
内
遣
跡
』
遜
掘
罰
竃

　
元
境
内
遺
跡
は
、
江
南
町
大
字
野
原

の
文
殊
寺
を
中
心
と
す
る
約
二
六
万
㎡

の
範
囲
で
広
が
る
遺
跡
で
す
。
遺
跡
の

範
囲
内
に
残
る
小
字
名
を
と
っ
て
「
元

境
内
遺
跡
」
と
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
遺
跡
は
、
文
殊
寺
境
内
地
に
残
る

増
田
館
跡
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
現
在

で
も
文
殊
寺
の
西
側
に
二
一
二
〇
m
・
北

側
に
三
二
〇
m
に
わ
た
っ
て
、
館
跡
の
・

外
郭
の
堀
と
土
塁
が
現
状
で
良
好
に
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
増
田
館
跡
は
、
『
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
増
田
四
郎
重
富
が

居
住
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
、
一
四
八

三
年
に
自
分
の
居
住
し
て
い
た
館
に
七

堂
伽
藍
を
建
立
し
、
境
内
地
一
万
五
千

坪
を
文
殊
寺
に
寄
進
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
一
九
八
四
年
に
は
、
埼
玉
県
立
歴
史

資
料
館
が
部
分
的
に
発
掘
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
中
世
の
銭
貨
・
板
伯
塔
婆
片
・

陶
器
片
が
出
土
し
、
本
館
跡
が
中
世
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
九
九
六
年
に
は
、
江
南
町

教
育
委
員
会
が
、
文
殊
寺
本
堂
の
裏
と

増
田
館
跡
内
郭
堀
の
約
一
五
〇
〇
㎡
の

発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
郭
の

堀
か
ら
は
中
世
の
石
造
物
や
板
石
塔
婆

が
出
土
し
、
本
堂
の
裏
か
ら
は
、
江
戸

時
代
の
文
殊
寺
に
関
連
す
る
遺
物
（
仏

具
・
瓦
・
釘
・
陶
磁
器
な
ど
）
が
多
数

出
土
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
地
区
は
、
文
殊
寺
の
南

側
、
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
虹
の
郷
」

の
東
側
隣
接
地
に
あ
た
り
ま
す
（
位
置

図
参
照
）
。
調
査
の
契
機
は
、
平
成
一
一

年
度
中
に
着
工
予
定
の
、
「
（
仮
）
江
南

町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
建
設
に

伴
う
も
の
で
、
平
成
一
〇
年
八
月
に
江

南
町
教
育
委
員
会
が
試
掘
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
埋
蔵
文
化
財
の
存
在
が
確
認

さ
れ
た
事
に
よ
り
ま
す
。

　
調
査
面
積
は
、
約
二
一
二
〇
〇
㎡
で
、

「
江
南
町
遺
跡
調
査
会
」
に
よ
り
、
平
成

一
一
年
一
月
二
八
日
よ
り
、
三
月
後
半

ま
で
の
約
ニ
ケ
月
の
予
定
で
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
調
査
作
業
員
一
四
名
ほ
ど
で

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
調
査
区
内

か
ら
は
、
古
墳
時
代
後
期
（
六
世
紀
後

半
か
ら
七
世
紀
前
半
）
の
住
居
跡
が
二

〇
軒
程
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
住
居
跡
は
、
「
踊
る
埴
輪
」
を
出
土
し

た
野
原
古
墳
群
の
つ
く
ら
れ
た
時
期
と

同
時
代
の
も
の
で
、
お
そ
ら
く
、
野
原

古
墳
群
を
つ
く
っ
た
人
々
が
住
ん
で
い

た
村
の
跡
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
ま

す
。　

す
べ
て
同
一
時
期
に
建
て
ら
れ
て
い

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
総
数
で

一
〇
〇
軒
以
上
の
住
居
跡
が
周
辺
部
に

分
布
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
か

な
り
大
き
な
集
落
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
南
斜
面
で
陽
当
た
り
が
良
く
、
す
ぐ

西
側
に
は
谷
津
が
南
側
の
和
田
川
方
向

よ
り
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
湧
水

地
が
近
い
こ
と
な
ど
、
当
時
の
人
々
に

激鶏鯉・　叢鎧謄＼
1α『饗．しき雛嚢

1％◇　α・ど5諸勲・・
瞬百崖！α・囎幣’〉蟹6
・讐〉〉聾響言騨　
翠・纂擁癒調鰹繋＄諜

藩雌・毒1…装簿瀞碗

嚢・垂王需欝
　　　元境内遺跡の範囲と調査地区（1／10，000〉

噂

発
掘
調
査
風
景

と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
な
る
と
稲
作
も
か
な
り

普
及
し
て
お
り
、
遺
跡
前
面
を
流
れ
る

和
田
川
の
沖
積
地
を
利
用
し
て
の
水
田

耕
作
、
ま
た
、
住
居
跡
か
ら
は
、
土
製

の
漁
網
の
お
も
り
が
出
土
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
和
田
川
を
利
用
し
て
の
魚
取

り
も
行
わ
れ
て
い
た
事
が
推
定
さ
れ
ま

す
。　

今
の
と
ご
ろ
歴
史
的
大
発
見
と
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
身
近
に
私
た
ち
の
住
ん

で
い
る
地
域
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
良
い
機
会
か
と
思
い
ま
す
。
三

月
後
半
ま
で
の
平
日
に
発
掘
調
査
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
、

現
地
へ
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
江
南
町
教
育
委
員
会
）

噂

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事業者または、

当番の指定工事業者へ

お願いしてください。

3月の当番日 指定給水装置工事事業者 電話番号

1　・　6　・11・16。21　・26・31 ㈱　光　栄　建　設 36－1052

2　・　7　・12。17・22・27 ㈱　　コ　バ　ヤ　シ 36－1206

3　・　8　・13・18・23・28 （有）笠原設備工業所 36－3662

4　。　9　・14・19・24・29 （有）　松　本　設　備 36－5177

5　・10　・15。20・25・30 （有）加藤ポンプ店 36－0310

（6）



●

●

　　　　　　　　　　　公共施設の相互利用を開始します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一住民サービスの向上を目指して一

　大里地域の9市町村（熊谷市・深谷市・大里村・妻沼町・岡部町・川本町・花園町・寄居町・江南町〉は地域内の皆

様が、より質の高い公共サービスが受けられるよう、4月1日から公共施設の相互利用を開始します。

　これまでは、町民のかたが大里地域の他の市町村の施設を利用する場合、取り扱いなどに差のある場合がありました

が、この公共施設の相互利用により9市町村の住民（地域内に通勤・通学者含む）は施設がある市町村住民と同じ条件・

料金で施設を使用できるようになります。

　地域内の福祉・文化・スポーツ施設を利用し、他の市町村住民とのふれあいの場として、また、生涯学習、生涯スポ

ーツの場として積極的にご利用ください。

市町村 施　　　設　　　名 市町村 施　　　設　　　名

別府荘 老人福祉センター

上之荘 町民体育館
プラネタリウム館 武道館（柔道・剣道・弓道〉
体育館【市民・東部・別府】

熊谷運動公園 妻沼町
町民運動公園

勤労福祉会館
南運動場 中央公民館
熊谷荒川緑地 町民プール

、 運動広場【荒川公園・外原公園・別府第2公
園・みいずが原公園】

図書館

熊谷市

荒川緑地ソフトボール場【村岡・久下】

熊谷市勤労青少年体育センター
熊谷市勤労青少年ホーム
勤労会館

老人福祉センター

山河グラウンド

中央公園庭球場

文化会館
障害福祉会館

岡部町
勤労福祉センター

B＆G海洋センター

市民ホール 中央公民館図書室

熊谷文化創造館 多目的センター

図書館 本郷農業総合センター

箱田高齢者・児童ふれあいセンター
赤城山の家 農業者トレーニングセンター
婦人児童館 グラウンド【天神・植松】
熊谷市緑化センター 白草台運動公園
熊谷市ギャラリー
熊谷市星渓園

川本町 図書館

コミュニティーセンター

サングリーンパーク
福寿荘

仙元荘
もくせい館

／

ビッグタートル（総合体育館）

仙元山公園
老人福祉センター

野球場【東公園・上柴中央公園】 総合運動公園（野球場・テニスコート）

東方公園自由広場 就業改善センター

運動公園【北部・豊里・高島】 花園町 コミュニティーセンター

明戸農村公園 アルエット（地域振興施設）

多目的広場【城下公園・柴崎公園】 農業者トレーニングセンター

折之口ふれあい公園
常磐公園テニスコート

図書館

深谷市
勤労者家庭支援施設 かわせみ荘（総合社会福祉センター）
勤労者総合福祉センター 総合体育館・アタゴ記念館
市民文化会館 寄居運動公園
パティオ（深谷グリーンパーク）

図書館
寄居町 寄居町勤労福祉センター

寄居勤労者体育施設
駅市民サービスセンターギャラリー1・2
山の家

産業会館

中央公民館

図書館

渋沢栄一記念館
掃部寮

大里南部環境福祉

一部事務組合
江南荘

わんばくランド 荒川南部環境衛生
船木スポーツセンター

一部事務組合

村民体育館

大里村
総合グラウンド

コミュニティーセンター 江南町
町民体育館

運動公園

農業総合センター ピピア（総合文化会館・図書館・公民館）

／

（7）



一ビニール・プラスチック類一
ゴミの畠し方についてのお願い

　町では、平成10年10月より、町内3ヶ所にコンテナを設置して、ビニール・プラスチック類の

ゴミ収集を行ってまいりましたが、ゴミの量が予想以上に多く、収集が間に合わない状況です。

　ゴミを出す際には、次の事項を守ってください。

○　飲料用や洗剤などの容器　　　　　　　灘　　　　　一吟声，　、　　　　騰　
　　　キャップを取り、つぶして容積を　　　　　髭　，　暴　　　　　　　義雛灘灘
　　　少なくして出してください。　　　　・　！　　　難灘，・’　　　「　　　，羅．講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　議診醸、，、　　繕　
○　発泡スチロールの箱やカップラーメン　騨　編　　　・．　　　　’　繍ぢ　　　鰯

　　などの容器　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　つぶして容積を少なくして出して　ll一騨欝　、漁　・騰

　　　くださいQ　　　　　．ド難線麟　繧　灘．’
○食品妻ヒ燵どの店頭回収を禾哩用し一1！岬戴灘漿慧、．一、

　　　てください。　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　、、β　難、
○　マット類、ポリタンク、ポリバケツ、　　　　i…！龍、　　　　　　　肝「1　週1磯鐵鷺、瀦、

　　衣装ケースなど　　　　　…雛，1・・　　、・「「・灘
　　　　“つぶす”“しばる”などをして　　　　　、　、　、　　　　，　　　　　　　磯。〈
　　　容積を少なくして出してください。　　　・　　　　　　　　　1濃　　　　　糠『

●　コンテナに入れる際には、袋から取り出してバラにして投入してください。

●　プラスチック製の家庭電化製品は不燃物（燃えないゴミ）で出してください。

●　ビン、カン、電池、生ゴミなどは投入しないでください。

　以上のことについて、町民の皆さんが守っていただくことにより、経費の節減につながります

ので、ご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先　役場保健衛生課　盈36－1521　内線311

●

σ
1

　
待
ち
に
待
っ
た
春
が
近
づ
き
、
そ
ろ

そ
ろ
冬
物
の
衣
類
を
し
ま
う
時
期
で
す
。

で
も
、
し
ま
い
方
が
悪
い
と
セ
ー
タ
ー

が
型
く
ず
れ
し
た
り
革
製
品
に
カ
ビ
が

つ
い
た
り
、
お
気
に
入
り
の
衣
類
を
台

無
し
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
…
…
。
そ

ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
上
手
な

収
納
方
法
を
改
め
て
確
認
し
て
お
き
ま

し
よ
う
。

　
冬
の
衣
類
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
後
、

晴
れ
た
日
に
陰
干
し
し
て
か
ら
し
ま
い

ま
す
。
収
納
時
は
セ
ー
タ
ー
な
ど
の
ニ

ッ
ト
類
の
重
ね
過
ぎ
、
つ
め
こ
み
過
ぎ

に
注
意
。
重
ね
る
場
合
は
重
い
も
の
を

下
に
、
軽
い
も
の
を
上
に
し
て
、
ふ
ん

わ
り
と
し
た
風
合
い
を
損
ね
な
い
よ
う

に
気
配
り
を
。

　
カ
シ
ミ
ヤ
や
モ
ヘ
ア
な
ど
毛
足
の
長

い
セ
ー
タ
ー
を
重
ね
る
場
合
は
、
上
下

の
間
に
防
湿
用
の
和
紙
を
は
さ
ん
で
お

く
と
、
毛
足
が
か
ら
ま
ず
、
風
合
い
が

保
て
ま
す
。
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
は
、
ボ
タ

ン
を
外
し
て
た
た
み
ま
す
。
ボ
タ
ン
を

か
け
た
ま
ま
し
ま
う
と
、
合
わ
せ
目
が

引
っ
張
ら
れ
、
伸
び
て
し
ま
う
こ
と
が

く
ら
し
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

鰹
聯
旗
頚
灘
し
藤
い
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
驕
や
シ
7
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
く
欝
蕪
紅
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ノ
ン
ガ
ー
に
か
け
て
収
納
す
る
の
が
ベ

ス
ト
で
す
。
で
も
、
ス
ペ
ー
ス
が
な
く

て
、
ど
う
し
て
も
た
た
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
は
、
え
り
を
立
て
、
肩
と

そ
で
に
丸
め
た
古
タ
オ
ル
を
入
れ
て
型

く
ず
れ
を
防
ぎ
ま
す
。
そ
の
際
、
ゆ
っ
．

た
り
と
大
き
め
に
た
た
む
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　
革
製
の
コ
ー
ト
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、

シ
ワ
に
な
っ
て
も
ア
イ
ロ
ン
は
か
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
必
ず
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
て

収
納
し
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
カ
バ
ー
は
湿

気
が
こ
も
り
、
カ
ビ
の
原
因
に
な
る
の

で
、
布
製
の
カ
バ
ー
を
し
ま
す
。
ブ
ー

ツ
や
革
手
袋
な
ど
も
布
の
袋
に
入
れ
て

し
ま
う
と
カ
ビ
の
防
止
に
な
り
ま
す
。

　
か
さ
ば
る
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、

く
る
く
る
と
小
さ
く
巻
き
、
太
め
の
ひ

も
で
し
ば
っ
て
紙
袋
に
入
れ
、
押
し
入

れ
の
上
な
ど
に
つ
る
し
て
お
く
と
場
所

を
と
り
ま
せ
ん
。

　
　
ε

～
鱗
～

　
　
　
、
T
　
　

匠
（8）
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トピ野ケス

咀
凹
五
〇
』
■

税の申告はお済みですか？
　平成10年度分の町・県民税、所得税確定

申告が、2月16日（火）から町民体育館で始ま

りました。

　まだ申告がお済みになっていない人は3

月15日（月）までですので、早めにお済ませて

ください。

　音楽で楽しいひととき
　2月4日（木）、南小学校の6年生が琴の音

色を楽しみました。

　琴を実際に見るのは初めてという子も多

く、ボランティアさんたちの演奏や説明を

熱心に聞いていました。

　また、ボランティアさんが大切にしてい

る琴を弾かせてもらい、楽しい午後のひと

ときを過ごしました。

●9

鐵囎

．」解

　　　食品展示交換会
　1月27日（水）、勤労福祉センターにおいて、

江南町農村婦人健康教室による食品展示交

換会が行われました。

　今年は、里いもを使った料理が多く出品

され、全部で60品となり、展示会・試食会

が行われ、大変好評でした。



乙
、
ち
ら

健
婦
．
－
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

働
皆
春
か
ゆ
の
薗
竈
憩
診
捗
，
溺
7

　
埼
玉
県
内
で
は
、
平
成
九
年
の
一
年
間
に
三
七
、
脚
二
六
人
が
亡
く
な
り
、
こ

の
う
ち
，
ガ
ン
“
で
亡
く
な
っ
た
の
は
一
一
、
五
〇
〇
人
で
、
三
〇
・
九
％
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
た
方
の
な
か
で
は
六
十
歳
代
が
四
六
・

六
％
と
最
も
多
く
、
つ
づ
い
て
五
十
歳
代
四
十
歳
代
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
働
き

ざ
か
り
の
方
が
大
切
な
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
ガ
ン
の
部
位
別
の
死
亡
割
合
を
み
る
と
、
胃
ガ
ン
一
九
・
七
％
で
一
番
多
く
、

次
に
肺
ガ
ン
［
七
・
一
％
、
大
腸
ガ
ン
一
二
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
に
か
か
る
と
ど
う
な
る
の
？

　
ガ
ン
に
か
か
っ
た
と
き
治
療
せ
ず
に

放
置
し
て
お
く
と
、
多
く
の
場
合
、
や

せ
て
ガ
ン
が
周
囲
の
臓
器
に
転
移
し
た

り
、
遠
隔
転
移
を
起
こ
す
な
ど
し
て
、

最
後
に
は
ガ
ン
に
か
か
っ
た
人
は
、
死

亡
に
至
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
発
見
し
、

治
療
す
る
こ
と
が
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
を

防
ぐ
方
法
と
し
て
重
要
で
す
。

ガ
ン
の
予
防
の
方
法
は
？

　
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
方
法
と
し

て
は
、
大
き
く
分
け
る
と
次
の
二
つ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
次
予
防
ー
ガ
ン
に
な
ら
な
い
た
め
の

生
活
習
慣
改
善
に
よ
る
予
防

二
次
予
防
ー
ガ
ン
で
死
亡
し
な
い
た
め

　
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ
る
予

防
▽
一
次
予
防
の
具
体
的
な
方
法

　
ガ
ン
に
な
り
や
す
い
生
活
習
慣
を
改

め
る
こ
と
で
、
ガ
ン
の
約
六
〇
％
（
禁

煙
で
三
〇
％
、
食
生
活
の
工
夫
な
ど
で

さ
ら
に
三
〇
％
）
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能

と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

　
ガ
ン
に
な
ら
な
い
た
め
の
生
活
習
慣

を
具
体
的
に
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
「
が
ん
予
防
の

す
す
め
」
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂

が
ん
予
防
の
す
す
め

O
毎
食
野
菜
を
と
り
入
れ
た
変
化
の

　
あ
る
副
食
を
と
る

○
脂
肪
は
と
り
す
ぎ
ず
、
ビ
タ
ミ
ン

　
や
食
物
せ
ん
い
は
十
分
に

O
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱
い

　
も
の
は
さ
ま
し
て

○
タ
バ
コ
を
吸
わ
ず

○
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

〇
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を

▽
二
次
予
防
の
具
体
的
な
方
法

　
検
診
で
ガ
ン
を
発
見
さ
れ
た
場
合
と
、

自
覚
症
状
な
ど
に
よ
り
医
療
機
関
を
受

診
し
て
ガ
ン
が
発
見
さ
れ
た
場
合
と
を

比
較
す
る
と
、
検
診
の
方
が
早
い
段
階

で
ガ
ン
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
治
癒
切

除
が
可
能
な
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。　

町
で
は
、
平
成
十
一
年
度
も
、
胃
・

子
宮
（
頸
部
）
・
乳
・
肺
・
大
腸
の
五

つ
の
が
ん
検
診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

ス
キ
ー
教
室

　
二
月
七
日
佃
、
新
潟
県
苗
場
ス
キ
ー

場
を
会
場
に
、
町
民
ス
キ
i
教
室
が
七

十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
快
晴
で
絶
好
の
ス
キ
ー
日
和

と
な
っ
た
会
場
で
は
、
初
心
者
を
対
象

と
し
た
ス
キ
ー
教
室
も
行
わ
れ
、
プ
ル

ー
ク
ボ
ー
ゲ
ン
な
ど
基
本
的
な
実
技
講

習
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た

人
た
ち
も
基
本
を
身
に
つ
け
、
午
後
に

は
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
、
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

臓
、
懸
璽藤

　　　謡律

麟蜘詳』藝　識襲
　　　　　　　讐磯

　
　
繕
嚢
蟻
塗
藩
襟

　
轡

蘇
麟纏響

》
蜂
沸

、
》　

筆

廼
“
§
賢
鱒
鵬
量
幽
馳
緊
騒

魯

　
　
壽

　
－
拶

、醗繍

驚

（10）



○対象小学校低学年まで

○内容紙芝居・絵本など

○日時3月13日（」⊃、27日eB

　　　午後2時30分より

○場所おはなしコーナー

　
土
6
1
3
2
0
2
7

一
金
⑤
1
2
19
2
6

ダン
木
④
n
1
8
2
5

レ
水
③
1
0
17
2
4
＠

力の
火
②
9
⑯
⑳
3
0

月3
月
①
⑧
⑮
2
2
⑳

　
日
　
7
1
4
2
1
2
8

●9

●開館時間
　午前9時～午後5時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おねがい
　O印は休館日　　　　　　　　　　　　　　3月2日（火）～5日（金）まで、特別整理日をもうけ

　◎印は特別整理の為休館日　　　　　　　　蔵書の点検を行います。ご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・他にも多数新着本があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・是非ご利用下さい。

平成11年度のN　H　K大河ドラマ、「元禄練乱」が始まりました。

今回は“赤穂事件”に係る図書を紹介いたします。

ひな祭りは別名「桃の節旬」。中国では桃は悪魔をはらう神木で3月3日に摘んだ桃の花びらを酒に漬けた「桃花酒」を飲むと、若さと

健康を保てるという言い伝えもあり、桃を飾るのです。

「桃花酒」が日本では一般的でなかったので、代わりに白酒が使われるようになりました。また、桃の花を太陽、白酒を月になぞらえ「日

と月をまつる」という、意味もあります。

形は、桃の葉あるいは菱の実をかたどり、「臼・緑・紅」の3色は「雪が溶け、草が芽生え、花が咲く」ことの象徴という説と、白は清

浄、緑は邪気をはらう薬草のよもぎの色、紅は魔よけの意味とする説もあります、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜12カ月のマナー便利帳より＞

ゆサ
ッ
カ
ー

　
一
月
九
日
出
、
第
十
二
回
江
南
町
招

待
サ
ッ
カ
i
大
会
が
運
動
公
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
大
会
は
、
江

南
南
・
北
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
と
も
に
健

闘
し
、
江
南
南
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
優
勝
ー
第
三

位
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
出
場
チ
ー
ム

　
江
南
南
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
・
江
南
北

　
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
・
浦
和
芝
原
サ
ッ

　
カ
ー
少
年
団
・
入
間
ジ
ュ
ニ
ア
・
大

　
里
F
C
ジ
ュ
ニ
ア
・
吉
見
西
サ
ッ
カ

　
ー
少
年
団
・
妻
沼
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ

　
ー
ク
ラ
ブ
・
狭
山
台
キ
ッ
カ
ー
ズ

▽
結
果

優
　
勝
　
江
南
南
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
勝
○
敗
）

準
優
勝
　
浦
和
芝
原
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
勝
一
敗
）

第
三
位
　
入
間
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
勝
一
敗
）

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、
町
体

育
協
会
で
は
、
平
成
十
一
年
度
新
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
健
康
増
進
や
町

民
相
互
の
親
睦
を
図
る
場
と
し
て
、
入

会
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
活
動
　
年
三
回
の
大
会
他

▽
柔
道
愛
好
会

　
活
動
　
水
・
土
曜
日
の
練
習
他

▽
剣
友
会
（
剣
道
）

　
活
動
　
水
・
土
曜
日
の
練
習
他

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

　
活
動
　
年
三
回
の
大
会
他

▽
卓
球
愛
好
会

　
活
動
　
金
曜
日
の
練
習
他

　
▽
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

　
活
動
　
県
大
会
等
へ
の
出
場

　
▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

　
活
動
　
木
曜
日
の
練
習
他

▽
山
の
会

　
活
動
　
年
九
回
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ

　
等
を
実
施

▽
ゴ
ル
フ
協
会

　
活
動
　
大
会
・
教
室
な
ど
を
開
催

　
▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　
活
動
　
年
三
回
の
大
会
他

　
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
内
体

育
協
会
事
務
局
ま
で

　
暦
三
六
i
一
五
二
　
内
線
二
二
二
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情幸腰パツケ

日時4月13日（幻
　　　9：30～10：20野原文殊寺
　　　10：40～12：00板井研修セン

　　　　　　　　ター
　　　13：30～15：00農業総合セン

　　　　　　　　ター
日時4月14日（水）
　　　9＝30～10130くまがや農協

　　　　　　　　小原支店
　　　13：30～15：00江南町役場

　　費　用　新規登録（1頭）

　　　　　登録料3，000円
　　　　　注射料2，750円
　　　　　注射済票　　550円

　　　　　合計6，300円
　　　　　登録済（1頭）
　　　　　注射料2，750円
　　　　　注射済票　　550円

　　　　　合計3，300円
　　　日会場へ持参ください。

　　　臨時注射
　　日時5月16日（日）9：30～11：30
　　場　所　江南町役場

　　　　　登録料3，000円
　　　　　注射料3，750円
　　　　　注射済票　　550円

　　　　　合計7，300円
　　　日曜日の場合は、注射料金が千円
　　高くなります。

　　問合せ　保健衛生課　智36－1521

　　　　　内線311

　　県税の納付はお済みですか？

　　～県税休日納税窓口の開設～
　　　熊谷県税事務所では3月13日（土）、

　　14日（日）の午前9時から午後5時
　　まで休日窓口を開設いたします。ぜ
　　ひご利用ください。
曝．谷県税事務所智2328・9

　　町税の納税は便利な口座振替で

　　○口座振替による納付とは……

　　　公共料金などの自動振替とおなじ
　　ように町税を金融機関の預貯金口座
　　から自動的に振替納税する制度です。

　　○口座振替にすると……
　　・自動的に納付になるため納め忘れ

がありません。

・納税のためわざわざ出掛ける必要

がありません。

　1度手続きをすると自動継続とな

り解約等の変更をしない限り口座振

替ができます。

○申込方法……

　手続用紙は役場または取扱金融機

関に用意してあります。預貯金通帳、

印鑑、納税通知書を持参の上、お申
込み下さい。

問い合わせ　役場税務課

　　　　費36－1521内線234
平成11年度
『固定資産税（土地）評価額修正』

　　　　　　　　　のお知らせ
　固定資産税の評価額は原則として

基準年度（平成9年度〉の価格を3
年間据え置くこととされていますが、

地価の下落がある場合には、価格の

修正ができます。

　このため町では土地鑑定評価を実

施した結果、平成11年度の宅地等の

価格を修正することとしましたので
お知らせします。

　尚、宅地並の評価がされている土

地以外の土地については、価格は変
更ありません。

※価格が修正された土地であっても

負担調整により、課税標準額及び税

額が上がる場合もあります。

　お問い合わせは、税務課へ

　　　　　　　　　奮36－1521

米穀販売業の新規・更新登録受付

米の小売業の新規登録及び更新登
録の受付が始まります。

受付期間
　3月15日（月）～4月30日（金）

　（土、日、祝日は除く）

申請用紙の配布・受付

　江南町役場住民福祉課

登録対象者

　新規登録二登録用件を満たす者

　更新登録＝平成8年6月1日登録
　　　　の米穀小売業者
登録要件

　①米の販売のための売り場その他

　常設の事業所を利用できること。

②米の小売業を的確に遂行できる

　資力信用を有すること。

③「主要食糧の需給及び価格の安

　定に関する法律」を遵守しているこ

　と。

登録日　6月1日（幻

　（登録通知の送付はこの日以降に

　なります。〉

間い合わせ

役場住民福祉課盈36－1521又は、

熊谷農林事務所盈23－2812

新・給水装置工事事業者
　現在、町で指定している給水装置

工事事業者20社のほかに、新たに指

定しましたのでお知らせします。

指定番号21
会社名　㈲黒澤水道設備
代表者名　代表取締役　黒澤孝良

所在地皆野町皆野1294－10
電話番号　0494－62－4686

指定番号22
会社名　昭和水道土木㈱
代表者名　取締役社長　岩崎興三

所在地東京都台東区台東2－23－7
電話番号　03－3834－2451

指定番号23
会社名　㈱三和
代表者名　代表取締役　榑沼孝雄

所在地熊谷市曙町3－74
電話番号　21－5033

特定事業者を登録申請された事業主のみなさんへ
地域振興券を取り扱うことができる業者（特定事業者）として、町

に登録の申請を行った事業主のみなさんに、登録証明書及び必要書類
書等を、下記の日時に交付いたします。

日時3月21日（日）10時～15時

場所江南町総合文化会館

瀕
た
た
み
じ
わ
目
立
つ
国
旗
や
大
旦

が
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
清
次

脈裸
百
人
の
百
の
願
い
や
初
詣

団
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
正
次

ザヅ
傘
寿
越
す
母
に
初
湯
を
溢
れ
さ
す

螺
畷
…
　
　
　
　
　
　
橋
本
和
子

ヅ
老
松
の
葉
先
き
き
ら
め
く
初
明
り

駅ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
ロ
　
　
進

リ
メ
凍
々
と
大
棒
透
き
初
茜

ズ

〆
　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
登
代
子

一
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
束
ね
し
賀
状
来
る

プ

畷
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
と
よ

ズ

弧
金
婚
を
終
へ
新
ら
し
き
年
迎
ふ

螺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

て

蜘
か
ん
ざ
し
の
赤
の
気
に
な
る
初
鏡

畷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

4質
野
に
山
に
あ
ま
ね
く
光
初
日
の
出

彊
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

メ
河
凧
上
げ
の
糸
手
繰
り
て
は
又
伸
し

”
　
　
　
　
　
市
川
マ
ッ
エ

頃
年
賀
状
来
て
十
代
に
か
え
り
け
り

ズ
呼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
端
不
’
二
子

潔
御
元
日
こ
の
日
が
あ
り
て
改
ま
り

慣ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

ポ
注
連
飾
着
け
三
輪
車
乗
り
廻
す

蝦
彊
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
三
郎

ヴ
新
玉
の
雲
う
っ
す
ら
と
赤
城
山

蝋蝋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

停π望ジて・プー］プ〔一・ズ

こ
う
な
ん

俳
句
会
⑭
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情報パッケ

　中島啓江コンサート

5月9日（日）15：30開演
全席指定　S3，000円　A2，500円

チケット好評発売中

醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軋
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ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
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ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

問合せ／ピピア36－6262

　熊谷基地さくら祭り
航空自衛隊熊谷基地では、さくら

祭を開催します。ソメイヨシノなど

巨木約750本が楽しめますので、お気

軽にご来場ください。

日時　4月4日（日）9時～13時
場　所　航空自衛隊熊谷基地内

内　容・航空機の編隊飛行
　　　（ブルーインパルス・F－15・C－1など）

　　・装備品展示
　　　（ペトリオット機器など）

　　・地上演技
　　　（ファンシードリル・ブルーインパノレスJrなど）

　　・音楽隊の演奏
　　・華道展・文化展・売店など

その他夜桜見物

非行カウンセラー講演会

元暴走族総長という異色の経歴を

持ち、現在、非行青少年のカウンセ

ラーとして活躍している講師による

型破りな子育て、子直し講演。

講師は、「親が変われば子どもも変

わる」をモットーに、家庭と学校が

力を合わせて子育て・子直しに努め

ることの大切さを訴え、子どもと親

の両方を魅了するカウンセリングに

定評があります。

日　時　平成11年3月21日（日）

　　　13時30分～15時30分
場所上里町多目的スポーツホー
　　　ル（上里町七本木3202－2）

テーマ　最高の出会いが人生の勝利

講師青少年非行カウンセラー
　　　伊藤幸弘氏
対象者　大里郡市・児玉郡市の在住・

　　　在勤・在学者　約500名

費用無料
問合せ　上里町社会教育課

　　　智0495－33－7655

江南町いけばな芸術展のお知5せ

春めいてまいりました。季節の花

に逢いにお出かけになりませんか。

日時3月12日（釧～14日（日）

　　　午前9時～午後5時
場　所　総合文化会館ピピア展示室

主催江南町いけばな芸術協会
問合せ　武政盈36－4843

　　　　　　　　　　　　騎

　　　　　　　亙
『冨－4鞠轟

不動産鑑定士による無料相談会

不動産鑑定士が、地価公示や地価

調査の状況や、土地価格などの相談
に応じます。

日時　4月3日（土〉10時～16時

場所熊谷会場
　　　八木橋百貨店1F正面入口

｝
，
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『冒u7騒ひ■ダ
　危険物取扱者試験
平成11年度第1回危険物取扱者試

験が次のとおり開催されます。

日時5月9日（日）
場所東京国際大学（川越市）
受付4月1日（木）～9日（金）までの

　　　間に郵送で受付
　　　（締切日消印有効）

※受験申請用紙は熊谷地区消防本部

予防課及び妻沼消防署にあります。

危険物取扱者試験と準備講習会

危険物取扱者試験

平成11年度第2回危険物取扱者試
験が次のとおり開催されます。

日　時　7月11日（月）

璽幣瀦離11冒難◎◎
　　　間に郵送で受付
　　　（締切日消印有効）

※受験申請用紙は熊谷地区消防本部

予防課及び妻沼消防署にあります。

準備講習会

年2回危険物取扱者試験の準備講
習会を次のとおり開催します。

日時5月8日仕）、9日（日）
場所東京国際大学（川越市）
受験料　6，700円（テキスト代別）

申込み　4月12日（月）～23日（斜（土、

　　　日は除く）の間、熊谷地区
　　　消防本部予防課盈22－9991

　　　及び熊谷消防署盈88・2114

　　　で受け付けます。

囎醗顯撚b●
犬登録が行われます。

犬の登録は生涯1回となりました。

ただし、狂犬病予防注射はいままで

どおり毎年必ず受けてください。

日時4月12日（月）
　　　9：30～11：30三本渡唐神社

　　　13：30～15：00江南町コミュ

　　　　　　　ニティセンター

（13）



1

すこやかさん⑭登場希望の人（対象は生後6カ月以上1歳未満）は役場総務課盈36－1521へ連絡してください。

　　　　　な　み　え

坂田奈美枝ちゃん＠
　平成10年3月2日生

両親1霧難（押切）

　大きい体の割には少し弱く

病院通いの毎日です。

“元気に育って欲しい”が家

族の願いです。

　　　　　ともあき
関　根　智　彰ちゃん㊥

　平成10年8月21日生

両親鷹轍（樋春）

　大好きなおもちゃをお兄ち

　ゃんに取られても、何の抵抗

　もできない智君です。

　お兄ちゃんに負けないよう

に早く大きくなあれ。

　　　　　　な　　　お
宇治川　奈　桜ちゃん＠

　　平成10年4月7日生

両親｛蒙難（板掬

　　すこし小さく生まれたけれ

　ど、今ではこんなにぷくぷく

　　　　の

　　元気があって、よく笑う奈

　桜ちゃん、大きくなっても元

　気で明るい子でいてね。

○○◆○◆◆◆◆◆◆◆◎◆○◆◆◆◆◆◆◆◆◆○◆◆◆◆◆○◆◆◎◆◆◆◆◆◆◆◆○◆◆◆◆◆◆◆◆■◆◆◆

礎
・

　　　　　あ　い　ら

小林亜依蘭ちゃん＠
　平成10年3月14日生
両親｛養由蝋（塩）

　毎日大好きなお姉ちゃんと

元気よく遊んでいます。

　．おてんばで、目が離せませ

んが、これからも、健康で、

明るく、優しい子に育って欲

　しいと思っています。σ
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に
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、
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を
加
え
ま
す
。
ほ
う
れ
ん
草
を
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の

　
方
か
ら
先
に
入
れ
固
め
に
如
で
ま
す
。

②
冷
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冷
や
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ら
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三
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四
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に
切
り
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皿
に
盛
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つ
け
ま
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③
生
姜
を
千
切
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に
し
て
②
の
上
に
散

　
ら
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す
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④
卵
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に
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よ
く
か
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混
ぜ
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お
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す
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の
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冬
の
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は
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よ
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色
に
見
え
て
寂
し
い
も
の
で
す
が
、

芽
吹
き
始
め
る
と
萌
黄
色
や
鮮
や
か
な

紅
色
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
木
の
種
類
に

よ
っ
て
新
芽
の
色
が
違
い
ま
す
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ま
た
、
「
木
の
芽
ど
き
」
と
い
う
言
葉

の
ほ
か
に
、
「
芽
立
ち
」
禾
の
芽
張
る
」

「
芽
ぐ
む
」
な
ど
と
も
言
い
ま
す
。

　
木
の
芽
ど
き
の
楽
し
み
は
、
木
の
芽

が
食
卓
に
上
が
る
こ
と
で
す
。
木
の
芽

和
え
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の
芽
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楽
、
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の
芽
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噌
、

木
の
芽
漬
け
な
ど
は
、
比
較
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理
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も
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で
し
ょ
う
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な
か
で
も
サ
ン
シ
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ウ
の
木
の
芽
は
そ

の
ま
ま
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辛
料
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て
、
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物
、
あ
え

物
、
焼
き
物
、
刺
身
の
つ
ま
な
ど
に
広

く
用
い
ら
れ
ま
す
。

　
木
の
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落
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葉
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草
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ど
が
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い
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林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
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も
あ
り
ま
す
。
い
っ
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こ
の
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は
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絶
対
に
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う
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